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【科目】シミュレーション工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・学年共通
【担当教員】

柳田 友士

【授業目標・教育方針】
  計算機の重要な応用分野の一つである「モデリングと計算機シミュレーション」について講ずる。特に理工学分野で
の応用に重点を置く。

【授業概要】
  自然現象、社会現象等を解析する際、現象のモデル ( 模型 ) を構築し、それを数値的にシミュレートする方法がとら
れることが多い。
  理学・工学の分野での基本的なモデル、背景となる自然法則、法則の数理的表現の理解を深める。
  決定論的モデルと確率モデルの考え方、その実現方法を実例にふれながら解説する。
  確率モデルのシミュレーション手法であるモンテカルロ法をとりあげる。特に、モンテカルロ法で用いられる疑似乱
数発生法の理論につき詳しく講じる。
  最近注目されているシミュレーション専用計算機のアーキテクチャも紹介する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書 : なし ( 適宜講義ノートを配布する )。

参考書 :
  津田孝夫著、「モンテカルロ法とシミュレーション」、培風館
  上田顕著、「コンピュータシミュレーション」、朝倉書店

【成績評価方法】
［前期］期末試験：60%，その他：授業中に課した課題：40%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力

【授業計画】（授業名：シミュレーション工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 シミュレーションとは 1   モデリングと、シミュレーションの有効性。
2 シミュレーションとは 2   前回続き。
3 モデル 1   決定論的モデルと確率モデル。
4 モデル 2   基本的な力学系。
5 モデル 3   基本的な確率過程。
6 シミュレーション 1 シミュレーションの例。
7 シミュレーション 2 シミュレーションの方法。
8 モンテカルロシミュレーション

1
  モンテカルロ・シミュレーションとは。

9 モンテカルロシミュレーション
2

  乱数の役割。

10 モンテカルロシミュレーション
3

  さまざまな確立分布と乱数。

11 疑似乱数 1   疑似乱数の性質と発生アルゴリズム。
12 疑似乱数 2   合同法乱数の理論。
13 疑似乱数 3   その他の乱数生成系。
14 モンテカルロシミュレーション

4
  モンテカルロシミュレーションの例。

15 新しい流れ   専用計算機。専用アーキテクチャ。
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